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講 演 録  

プーチン復 活 後 のロシアビジネス 

 

はじめに 

 日系自動車メーカーのロシア極東進出をはじめ、大手商社や家電メーカー、飲料品メー

カーなどの現地法人・駐在員事務所の設立のニュースが相次ぐなど、東日本大震災から半

年を経て再びロシアビジネスが活況を呈している。そうしたなか、プーチン首相が2012年

３月の次期大統領選に立候補する考えを表明、ロシアの次期大統領が事実上ここで決定し

た。プーチン復活後のロシアビジネス環境はどう変わるのか？ なかんずく日本企業にと

っての影響はあるのか？ に関心が集まるなか、当会は11月７日、スガハラアソシエーツ

代表取締役の菅原信夫氏、ミナト国際コンサルティンググループ代表・公認会計士・税理

士の上村雅幸氏を招き、「プーチン復活後のロシアビジネスと極東における拠点設立・運

営の留意点」と題したメンバーズ・ブリーフを開催した。両氏にはここ数年、定期的に報

告をしていただいており、今回、菅原氏からはプーチン大統領復活後のロシア経済の行方

や日ロ関係についての予測を、上村氏からはモスクワと比べて手続き面がいろいろと異な

るロシア極東での拠点設立や運営管理について、マクロとミクロの両面からロシアビジネ

スを巡る変化についてお話いただいた。いずれも、今後、起こりうるロシアのビジネス環

境の変化へ対応するために有益な情報といえる。今号ではその概要を紹介したい。 
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